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3. 2015年3月，一般社団法人 触媒学会奨励賞，「水中で機能する固体ルイス酸の開発と糖変換反

応への応用」 
4. 2014年11月，国立大学法人東京工業大学 挑戦的研究賞，「新規な水中機能触媒を用いた植物

由来炭化水素からの必須化学品原料の環境低負荷合成」 
5. 2012年5月，公益社団法人 石油学会奨励賞（出光興産賞），「水中で機能する酸化ニオブおよ

びスルホン化カーボン固体酸の開発とバイオマス変換反応への応用」 


